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2.1 評価の進め方 

2.1.1 評価方針 

洪水調節に関する評価は、流域の情勢（想定氾濫区域の状況）を踏まえた上で、洪水

調節計画及び洪水調節実績を整理し、これらの状況についてダムありなしの比較を行う

ことで評価を行うこととする。 

基本的な流量及び水位低減効果の評価と、水防活動等の労力の軽減効果の評価を必須

項目とし、必要に応じて、氾濫被害軽減効果、経済効果（費用対効果）内水被害軽減効果

についてもダムありなしの比較による評価を行う。また、副次効果（流木、土石等の流

出抑制効果）についても状況に応じ整理する。 

 

2.1.2 評価手順 

以下の手順で評価を行う。評価のフロー図を図 2.1-1 に示す。 

 

(1) 想定氾濫区域の状況整理 

想定氾濫区域の状況についてはこれまでのとりまとめ資料の整理とする。 

 

(2) 洪水調節の状況 

洪水調節計画および洪水調節実績について整理する。 

洪水調節計画は主に工事誌を参考とし、暫定的な操作規則を設定して運用している

場合、その旨を注記する。 

洪水調節実績は洪水調節実績表等から整理を行い、一覧表等にまとめる。 

 

(3) 洪水調節の効果 

(2)で整理した実績の中から数洪水について、流量低減効果、水位低減効果の評価を

行うとともに、水防活動の基準水位（たとえば警戒水位）の超過頻度の低減に伴う労

力の軽減効果について評価する。 

 

2.1.3 必要資料（参考資料）の収集・整理 

洪水調節計画及び実績、水位低減効果等、評価に必要となる資料について収集し、リス

トを作成する。収集した資料は、「2.7 文献リストの作成」において整理する。 
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図 2.1-1 評価フロー 

 

  

 

      ・流量低減効果 

      ・水位低減効果 

      ・労力の軽減効果 

治水経済調査、事業再評価、河川整備基本計画、

ハザードマップ等既往資料を参考に整理する。 

ダム計画時と最新の状況の比較 

想定氾濫区域の状況の整理 

洪水調節の効果 

 

 

洪水調節の状況 

洪水調節実績の整理 

洪水調節計画の整理 
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2.2 浸水想定区域の状況 

2.2.1 浸水想定区域の状況 

図 2.2-1 に九頭竜川水系洪水浸水想定区域図を示す。対象区域は、九頭竜川水系九頭

竜川・日野川の洪水予報・水位周知区間について、水防法の規定により想定最大規模降

雨による洪水浸水想定区域及び、浸水した場合に想定される水深を示したものである。 

 
図 2.2-1 洪水浸水想定区域図（九頭竜川・日野川）（想定最大規模） 
【出典：九頭竜川水系九頭竜川、日野川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）平成 28 年 6 月 

（令和 3 年 2 月修正）】 

日野川 

九頭竜川 中角 

深谷 

鳴鹿大堰 

布施田 



定期報告書 真名川ダム 

2.洪水調節 

 2-4 

洪水浸水想定区域図の説明及び基本事項を以下に示す。 

 

１ 説明文 

（１）この図は、九頭竜川水系九頭竜川、日野川の［洪水予報／水位周知］区間について、

水防法の規定により想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定

される水深を表示した図面です。 

（２）この洪水浸水想定区域図は、指定時点の九頭竜川・日野川の河道及び洪水調節施設

の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により九頭竜川・日野川が氾濫

した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、シミュ

レーションの前提となる降雨を超える規模の降雨による氾濫、高潮及び内水による氾

濫等を考慮していませんので、この洪水浸水想定区域に指定されていない区域におい

ても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。 

 

２ 基本事項等 

（１）作成主体 国土交通省近畿地方整備局福井河川国道事務所 

（２）指定年月日 令和３年２月１８日 

（３）告示番号 国土交通省近畿地方整備局告示第２２号 

（４）指定の根拠法令 水防法（昭和 24 年法律第 193 号）第 14 条第 1 項 

（５）対象となる［洪水予報河川／水位周知河川］ 

・九頭竜川水系九頭竜川・日野川（実施区間） 

九頭竜川 左岸：福井県吉田郡永平寺町谷口 1 字総社山 218 番地から海まで 

九頭竜川 右岸：福井県吉田郡永平寺町嶋鹿山鹿 35 字逆水沖５番１地先から海まで 

日野川 左岸：福井県福井市朝宮町 32 字 17 番地先から九頭竜川幹川合流点まで 

日野川 右岸：福井県福井市種池町 27 字勘要道 30 番の 1 地先から九頭竜川幹川合流点 

まで 

（６）指定の前提となる降雨 

九頭竜川：洪水予報河川の上流端から日野川合流点：641mm(中角地点の上流域 2 日間

雨量) 

日野川合流点から海：540mm(布施田地点の上流域 2 日間雨量) 

日野川：洪水予報河川の上流端から足羽川合流点：697mm(三尾野地点の上流域 2 日間 

雨量) 

足羽川合流点から九頭竜川合流点：639mm(深谷地点の上流域 2 日間雨量) 

（７）関係市町村 福井市、あわら市、坂井市、永平寺町 

（８）その他 

 

この図は、九頭竜川・日野川の国管理区間において決壊した場合の氾濫と、国管理区間

以外の河川において溢水及び越水した場合の氾濫を合わせた洪水浸水想定区域を図示して

います。そのため、国管理区間以外については別途、福井県が作成する洪水浸水想定区域

図とは異なる場合があります。  
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2.2.2 ダム下流水害リスク図等 

水防法に基づいて「洪水予報河川」「水位周知河川」に指定されている河川では、河

川管理者により、前述の洪水浸水想定区域図が公表されているが、ダム直下流の区間は

指定されていないため、浸水想定区域図が作成されていない。 

このため、真名川ダムの下流区間を対象に河川が氾濫した場合の「ダム下流水害リス

ク図等」を作成して、令和 2 年 8 月に公表した。こうした情報の発信によって、自治体

による避難情報の適切な発令や住民等の主体的な非難の取組を支援している。また、大

野市においてダム下流水害リスク図等に基づき、「大野市総合防災マップ（ハザードマ

ップ）」を作成している。 

 

○ダム下流水害リスク図等の種類 

水害リスク図 内 容 

浸水深図 想定しうる最大規模（1000 年に 1 回程度。776mm/2 日）の

降雨によって浸水することが想定される範囲と水深をラン

ク区分で表示 

浸水継続時間 浸水深 50cm 以上が継続される時間をランク別に表示 

家屋倒壊等氾濫想定区域 

（氾濫流） 

堤防決壊に伴う激しい流れによる家屋の流失、深い浸水に

伴い家屋にかかる力が増大して生じる倒壊が想定される区

域 

家屋倒壊等氾濫想定区域 

（河岸浸食） 

河岸浸食に伴う家屋の基礎を支える地盤の流失が想定され

る区域 

 

【基本事項等】 

・作成主体 国土交通省近畿地方整備局九頭竜川ダム統合管理事務所 

・指定年月日 令和 2 年 8 月 7 日 

・対象となる河川 九頭竜川水系真名川 

    （実施区間） 

      左岸：真名川ダム地点から九頭竜川への合流点まで 

      右岸：真名川ダム地点から九頭竜川への合流点まで 

・公表の前提となる降雨 

     真名川流末地点上流域の 2 日間の総雨量 776mm 

・関係市町村 大野市 

 

 

 次頁以降に、各ダム下流水害リスク図等を以下に示す。 

 

  



定期報告書 真名川ダム 

2.洪水調節 

 2-6 

【ダム下流水害リスク図等：浸水深図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-2 ダム下流水害リスク図等：浸水深図 
【出典：九頭竜川ダム統合管理事務所ホームページ】 

 

 説明文 

（１）この図は、九頭竜川水系真名川の真名川ダム下流河川について、想定し得る最大規

模の降雨による浸水が想定される区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図

面です。 

（２）この水害リスク図は、公表時点の真名川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案

して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により真名川が氾濫した場合の浸水の状

況をシミュレーションにより予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、シミュ

レーションの前提となる降雨を超える規模の降雨による氾濫及び内水による氾濫等を

考慮していませんので、この水害リスク図に着色されていない区域においても浸水が

発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。 
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【ダム下流水害リスク図等：浸水継続時間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-3 ダム下流水害リスク図等：浸水継続時間 
【出典：九頭竜川ダム統合管理事務所ホームページ】 

 

 説明文 

（１）この図は、九頭竜川水系真名川の真名川ダム下流河川について、浸水継続時間を表

示した図面です。 

（２）この浸水継続時間は、公表時点の真名川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案

して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により真名川が氾濫した場合の浸水の状

況をシミュレーションにより予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、シミュ

レーションの前提となる降雨を超える規模の降雨による氾濫及び内水による氾濫等を

考慮していませんので、この想定される浸水継続時間が実際の浸水継続時間と異なる

場合や、浸水継続時間が明示されていない区域においても浸水が発生する場合があり

ます。 
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【ダム下流水害リスク図等：家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-4 ダム下流水害リスク図等：家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） 
【出典：九頭竜川ダム統合管理事務所ホームページ】 

 

説明文 

（１）この図は、九頭竜川水系真名川の真名川ダム下流河川について、家屋倒壊等もたら

すような氾濫の発生が想定される区域（家屋倒壊等氾濫想定区域）を表示した図面で

す。 

（２）この家屋倒壊等氾濫想定区域は、公表時点の真名川の河道及び洪水調節施設の整備

状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により真名川が氾濫した場合

の浸水の状況をシミュレーションにより予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、シミュ

レーションの前提となる降雨を超える規模の降雨による氾濫及び内水による氾濫等を

考慮していませんので、この家屋倒壊等氾濫想定区域に公表されていない区域におい

ても家屋倒壊・流出等が発生する場合があります。 

（４）また、家屋倒壊等氾濫想定区域は、一定の仮定を与えて算定しており、（3）の条件に

加え、倒壊等する家屋は直接基礎の標準的な木造家屋を想定していること、堤防の住

宅側には家屋がない更地の状態で氾濫計算をしていること等の理由から、この区域の

境界は厳密ではなく、あくまでも目安であることに留意して下さい。 
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【ダム下流水害リスク図：家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-5 ダム下流水害リスク図等：家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食） 
【出典：九頭竜川ダム統合管理事務所ホームページ】 

 

説明文 

（１）この図は、九頭竜川水系真名川の真名川ダム下流河川について、家屋倒壊等もたら

すような氾濫の発生が想定される区域（家屋倒壊等氾濫想定区域）を表示した図面で

す。 

（２）この家屋倒壊等氾濫想定区域は、公表時点の真名川の河道及び洪水調節施設の整備

状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により真名川の河岸侵食幅を

予測したものです。 

（３）また、家屋倒壊等氾濫想定区域は、真名川の河岸が浸食された場合における、家屋

の倒壊・流出等の危険性がある区域の目安を示すものですが、個々の家屋の構造・強

度特性の違いから、この区域の境界は厳密ではなく、あくまでも目安であることに留

意して下さい。  
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2.3 洪水調節の状況 

2.3.1 洪水調節計画 

真名川ダムにおける洪水調節計画は、真名川ダム地点における計画高水流量 2,700m3/s

のうち 2,550m3/s を調節し、他のダム群と合わせて九頭竜川中流部「中角」基準点におけ

る基本高水ピーク流量 8,600m3/s を 5,500m3/s に低減させるものである。 

 
図 2.3-1 流量配分図 

【出典：九頭竜川の流水管理 平成 19 年 4 月】を一部修正 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3-2 中角基準点他位置図  

天神橋

真名川ダム 

中角基準点 

湯上発電所 

九頭竜ダム 

下荒井堰堤 

鳴鹿大堰 

真名川 

足羽川 

九頭竜川 
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図 2.3-3 洪水調節計画図 

【出典：真名川ダム、九頭竜ダム二つの顔が私たちを守る 平成 20 年 4 月】 

 

 

2.3.2 九頭竜川水系治水協定 

一級河川九頭竜川水系において、河川管理者である国土交通省並びにダム管理者及び

関係利水者は、「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針」（令和元年 12 月 12

日 既存ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会議決定）に基づき、河川について水害の

発生の防止等が図られるよう、令和 2 年 5 月 29 日に「九頭竜川水系治水協定」を締結

（令和 3 年 3 月「真名川ダム事前放流実施要領」を策定）し、同水系で運用されている

ダムの事前放流による洪水調節機能強化を推進している。 

同協定では、既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用するにあたり、洪水調

節容量を使用する洪水調節に加えて、事前放流及び時期ごとの貯水位運用により一時的

に洪水を調節するための容量を利水容量から確保するための基本方針、実施方針、実施

時の判断基準、放流量、放流ルール、緊急時の連絡体制、情報共有方法等について定め

ている。 

なお、治水協定の締結後には対象となる規模の洪水は生じておらず、事前放流は未実

施である。 

次頁に「九頭竜川水系治水協定」の抜粋を示す。 
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 九頭竜川水系治水協定（抜粋） 

 
一級河川九頭竜川水系において、河川管理者である国土交通省並びにダム管理者及び関係利

水者（ダムに権利を有する者をいう。以下同じ。）は、「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本
方針」（令和元年 12 月 12 日 既存ダムの洪水調節機能強化に向けた検討会議決定）（以下「基本
方針」という。）に基づき、河川について水害の発生の防止等が図られるよう、下記の 
とおり協定を締結し、同水系で運用されているダム（以下「既存ダム」という。）の洪水調節機能強化を
推進する。 

記 
１．洪水調節機能強化の基本的な方針 
・既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用するにあたり、洪水調節容量を使用する洪水
調節に加えて、事前放流及び時期ごとの貯水位運用（以下、「事前放流等」という。）により一時的
に洪水を調節するための容量を利水容量から確保する。 
なお、この取組によって水害の発生を完全に防ぐものではないため、引き続き水害の発生を想定し
たハード･ソフト面の対応が必要である。 

・既存ダムの洪水調節機能強化のための方策として、２．に基づき、事前放流等を実施する。 
・この協定の対象とする既存ダムの洪水調節容量及び利水容量のうち、洪水調節に利用可能な容量
（以下、「洪水調節可能容量」という）は、別紙の通りである。なお、洪水調節可能容量については、
各ダムの状況に応じて増量等が可能なものであり、見直した場合は別紙をあらためて共有する。 

・この協定に基づく事前放流等は、洪水調節可能容量を活用し、この容量の範囲において行うことと
する。 

・時期ごとの貯水位運用としては、既存ダムの利水容量から水利用への補給を行う可能性が低い期
間等にその期間を通じて事前放流をした状態と同等の状態とするときは、当該期間において水位を
低下させた状態が保持されるように貯水位の運用を行うこととする（該当ダムと当該期間及び当該水 
位低下により確保可能な容量は別紙の通り）。 

・河川管理者である国土交通省近畿地方整備局は、この協定に基づき、ダム管理者と連携して、水
系毎にダムの統一的な運用を図る。 
 
２．事前放流の実施方針 
・河川管理者である国土交通省近畿地方整備局は、気象庁から九頭竜川水系に関わる「台風に関
する気象情報（全般台風情報）」「大雨に関する全般気象情報」のいずれかが発表されたとき、又
は、これらの気象情報が未発表ながらも近隣の他水系で事前放流が開始された場合など必要であ
ると判断したときは、ダム管理者へその旨を情報提供し、事前放流を実施する態勢に入るよう伝え
る。 

・国土交通省近畿地方整備局は、気象情報や河川の状況を総合的に判断し、対応が不要と判断し
たときは、ダム管理者へ事前放流を実施する態勢を解除するよう伝える。 

・ダム管理者は、本実施方針に基づき、事前放流を実施するものとする。実施にあたっては、（３）に定
めるルールに従うとともに、河川管理者、関係利水者及び関係地方公共団体と連絡を取り合い、情
報共有を図るものとする。 

（１）事前放流の実施判断の条件 
・事前放流は次に掲げる場合に実施することを原則とする。国土交通省が気象庁の予測を基に提示
するダムごとの上流域予測降雨量が別紙に定めるダムごとの基準降雨量以上である場合。 

（２）事前放流の量（水位低下量）の考え方 
・事前放流の量（水位低下量）は、洪水調節可能容量の範囲において、次のとおりとすることを原則と
する。基本方針に基づき国土交通省が策定した「事前放流ガイドライン」に示される方法により設定
したもの。 

・上記の量の算定にあたっては、国土交通省が示すダムごとの上流域予測降雨量の更新に応じて、
その量を見直すことが望ましい。 

（３）事前放流のルールの策定 
・事前放流については、操作規則･施設管理規程･操作規程等に基づき、その開始基準、中断基準
等を規定する実施要領を作成して実施することを原則とする。操作規則･施設管理規程･操作規程
等の変更が必要な場合は河川法等の所定の手続きに則り行うものとする。 

 
３．緊急時の連絡体制の構築 
・河川管理者、ダム管理者、関係利水者及び関係地方公共団体の間で、緊急時に、常に即時かつ
直接に連絡を取れるよう、責任者及び連絡方法を明らかにして共有する。 

 
 



定期報告書 真名川ダム 

2.洪水調節 

 2-13 

 
４．情報共有のあり方 
・河川管理者、ダム管理者、関係利水者及び関係地方公共団体の間で、事前放流を実施する態勢
に入る場合には、以下に掲げる情報を随時それぞれの方法により共有する。 

 

情報 方法 

既存ダムの貯水位、流入量、放流 
量（リアルタイムの値） 

各者が、国土交通省の共有システムを利用（掲
示･閲覧） 

事前放流を実施するにあたっての気象情報（降
雨予測手法等） 

ダム管理者が、気象庁から発表される気象情報
（降雨予測手法等（GSM･MSM 等））のいずれ
を利用しているかについて、近畿地方整備局
（河川管理者）へ情報提供(集約) 

既存ダムの下流の河川水位 各者が、国土交通省の共有システムを利用（掲
示･閲覧） 

避難に係る準備･勧告･指示の発令状況 各者が、福井県の防災情報サイト等を利用（掲
示･閲覧） 

 
５．事前放流により深刻な水不足が生じないようにするための措置 
・事前放流の実施後、２．（２）に則り低下させた貯水位が回復せずダムからの補給による水利用が困
難となるおそれが生じた場合、河川管理者は水利用の調整に関して関係利水者の相談に応じ、必
要な情報（ダムの貯留制限の緩和の可能性、取水時期の変更の可能性など）を提供し、関係者間
の水利用の調整が円滑に行われるよう努める。 

 
６．洪水調節機能の強化のための施設改良が必要な場合の対応 
・効果的な事前放流（限られた期間にできる限りの放流をすること）を行う上では放流設備の放流能
力が小さく制約がある等の場合に、施設改良をすることにより本水系の洪水調節機能強化に一定の
効果が認められるダムについては、河川管理者と当該ダム管理者及び関係利水者が協働し、別途
作成する工程表に則って必要な対応を進めていくこととする。 

 
７．その他 
・この協定に定める事項は、本水系の河川整備計画の点検時等にあわせて効果の検証や内容の点
検を行い、必要に応じて見直しを行う。 

・この協定に定めのない事項又は疑義の生じた事項については、河川管理者、ダム管理者、関係利
水者で協議して定める。 
この協定締結の証として、本書１２通を作成し、各者は記名押印の上、各自 1 通を保有するものと
する。 

令和 2 年 5 月 29 日 

 

別紙 
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2.3.3 洪水調節実績 

昭和 54 年の真名川ダム管理開始以降、令和 4 年までの洪水調節実績は、平成 16 年 7

月 18 日、平成 16 年 10 月 20 日、平成 26 年 8 月 10 日、及び、平成 30 年 9 月 4 日の 4 洪

水である。 

 

表 2.3-1 洪水調節実績     （単位：m3/s） 

洪水調節実施日 要因 

最大 

流入量 

（m3/s） 

最大 

放流量 

（m3/s） 

最大流入

時放流量 

（m3/s） 

調節量

（m3/s） 

中角実績

最大流量

（m3/s） 

平成 16 年 7 月 18 日 
梅雨前線 

(福井豪雨) 
1,033 167 15 1,018 2,362 

平成 16 年 10 月 20 日 台風 23 号 543 16 15 528 3,221 

平成 26 年 8 月 10 日 台風 11 号 580 448 205 375 1,554 

平成 30 年 9 月 4 日 台風 21 号 571 196 15 556 1,263 

【出典：九頭竜川ダム統合管理事務所データ 平成 16 年～平成 26 年】 

【出典：水文水質データベース 平成 16 年～平成 26 年】 

【出典：洪水調節報告 平成 31 年】 

(1) 平成 16 年 7 月 18 日洪水 

真名川ダムでは、7 月 1 日から 31 日までの期間においては標高 348m を第 1 期洪水

貯留準備水位としている。 

当該出水前は、貯水位が 340m 程度で貯水位に余裕があったため、放流開始水位 346m

まで貯留することとした。しかし、第 1 期洪水貯留準備水位 348m に達する前に流入量

が洪水量の 500m3/s に達した。その後、貯水位が 348m に達した時点で、雨が降らない

予測となったため、水位低下操作を行わず 150m3/s の一定量放流を実施した。 

結果として、流入量ピーク約 1,000m3/s をほぼ全量カットした。 

 
 

図 2.3-4  放流量実績（平成16年7月18日） 
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(2) 平成 16 年 10 月 20 日洪水 

真名川ダムでは、10 月 16 日から 6 月 30 日までの期間を非洪水期とし、標高 365m を

平常時最高貯水位としている。 

当該出水前は、貯水位が 345m 程度であったため、洪水調節開始流量である流入量

500m3/s を超過していたが、貯水位が放流開始水位の標高 363m にまで達しないとの予

測から、放流操作を実施しなかった。結果として、流入量ピーク約 540m3/s をほぼ全量

カットした。 

 
図 2.3-5  放流量実績（平成16年10月20日） 

 

(3) 平成 26 年 8 月 10 日洪水 

真名川ダムでは、8 月 1 日から 9 月 30 日までの期間においては標高 337.4m の第 2

期洪水貯留準備水位としている。 

当該出水前は、貯水位が 335m 程度であり、第 2 期洪水貯留準備水位まで 2m 程度し

かなかったことから、洪水調節開始流量である流入量 500m3/s を超過した時点で洪水

調節を行い 150m3/s の一定量放流を実施した。 

 
図 2.3-6  放流量実績（平成 26 年 8 月 10 日）  
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(4) 平成 30 年 9 月 4 日洪水 

真名川ダムでは、8 月 1 日から 9 月 30 日までの期間においては標高 337.4m の第 2

期洪水貯留準備水位としている。 

当該出水前は、貯水位が 335m 程度であり、第 2 期洪水貯留準備水位まで 2m 程度あ

ったことから、貯水位が標高 337ｍを超過した時点で洪水調節を実施した。 

 

図 2.3-7  放流量実績（平成 30 年 9 月 4 日） 
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2.3.4 洪水時の対応状況 

(1) 平成 16 年 7 月 18 日洪水 

平成 16 年 7 月 18 日洪水における防災対応状況を以下に整理した。 

 

表 2.3-2 平成16年7月18日洪水時の防災対応状況 

時 刻 注意報・警報 体制・発令 

H16/7/17 16:42 大雨・洪水注意報  

H16/7/18  3:08 大雨・洪水警報  

H16/7/18  8:00  第一警戒体制 

H16/7/18  9:10  第二警戒体制 

H16/7/18 22:30  第一警戒体制 

H16/7/18 22:58 洪水警報・大雨注意報  

H16/7/19  5:57 洪水注意報  

H16/7/19 11:02 解除  

H16/7/20 22:10  準備警戒体制 

H16/7/26 9:00  解除 

                              【出典：洪水調節報告】 

 

 
図 2.3-8 流量調節実績（平成16年7月18日） 

 

  

時　　　　  刻 1
7
日

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
8
日

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
9
日

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

平成16年7月16日～19日
雨 量 貯水位

ダ ム
地 点
流 量

中 角
地 点
流 量

(mm) (EL-m) (m3/s) (m3/s)

368
 10 4500

367
 20

366 1500
 30

365
 40

364 1400 4000
 50

363
 60

362 1300
 70

361
 80 3500

360 1200
 90

359
 100

358 1100

357 3000

356 1000

355

354 900
2500

353

352 800

351

350 700 2000

349

348 600

347
1500

346 500

345

344 400

343 1000

342 300

341

340 200
500

339

338 100 制限水位　EL　337.0
337

洪 水 警 戒 体 制 警戒体制

ダム地点最大流入量：1,033m3/s（10:30）

EL:351.86m（22:00）

下流（中角）実績流量

    貯水位 

   流入量 

   全放流量 



定期報告書 真名川ダム 

2.洪水調節 

 2-18 

(2) 平成 16 年 10 月 20 日洪水 

平成 16 年 10 月 20 日洪水における防災対応状況を以下に整理した。 

 

表 2.3-3 平成16年10月20日洪水時の防災対応状況 

時 刻 注意報・警報 体制・発令 

H16/10/20  7:03 大雨・洪水注意報  

H16/10/20 13:30  第一警戒体制 

H16/10/20 15:45 大雨・洪水警報  

H16/10/20 18:40  第二警戒体制 

H16/10/21 10:00 洪水注意報  

H16/10/21 10:10  解除 

H16/11/21 14:13 解除  

                              【出典：洪水調節報告】 

 

 

 
 

図 2.3-9 流量調節実績（平成16年10月20日） 
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(3) 平成 26 年 8 月 10 日洪水 

平成 26 年 8 月 10 日洪水における防災対応状況を以下に整理した。 

 

表 2.3-4 平成26年8月10日洪水時の防災対応状況 

時 刻 注意報・警報 体制・発令 

H26/8/8 14:46 大雨・洪水注意報  

H26/8/9 16:02 
大雨警報(発令) 

洪水注意報(継続) 

 

H26/8/9 19:00  第一警戒体制 

H26/8/10 13:20  第一警戒体制(更新) 

H26/8/10 18:48 大雨・洪水注意報  

H26/8/11 8:30  第一警戒体制(更新) 

H26/8/11 16:30  解除 

                              【出典：洪水調節報告】 

 

 
 

図 2.3-10 流量調節実績（平成26年8月10日） 
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(4) 平成 30 年 9 月 4 日洪水 

平成 30 年 9 月 4 日洪水における防災対応状況を以下に整理した。 

 

表 2.3-5 平成30年9月4日洪水時の防災対応状況 

時 刻 注意報・警報 体制・発令 

H30/9/4 09:00  準備警戒体制 

H30/9/4 11:22 大雨警報（発令）  

H30/9/4 15:58 洪水警報（発令）  

H30/9/4 16:00  第一警戒体制（更新） 

H30/9/4 17:10  第二警戒体制（更新） 

H30/9/4 19:00  第一警戒体制 

H30/9/4 21:22 洪水注意報（更新）  

H30/9/5 04:10 洪水注意報（解除）  

H30/9/5 05:47 大雨注意報（解除）  

H30/9/5 16:00  準備警戒体制(更新) 

                              【出典：洪水調節報告】 

【出典：平成 30 年度 真名川ダム年次報告書】 

 

 

 

図 2.3-11 流量調節実績（平成30年9月4日） 
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2.4 洪水調節の効果 

これまでの洪水調節実績をもとに、ダムによる洪水調節効果を評価する。 

 

【対象洪水】H16 年 7 月 18 日、H16 年 10 月 20 日、H26 年 8 月 10 日、H30 年 9 月 4 日 

【評価地点】中角地点（治水基準点） 

【評価方法】ダム地点から中角地点までの到達時間（4 時間）を考慮した上で、ダムへ

の流入量から放流量を差し引いた貯留分を流量低減効果とし、中角地点のダ

ムなし推定流量は、中角地点の毎正時の実測流量に貯留分を加えることで算

定する。算定したダムなし流量から水位－流量曲線（H-Q 曲線）より水位を

推定し、毎正時の実測水位と推定水位の比較により低減効果の評価を行う。 

 

   中角地点推定流量＝中角地点毎正時実測流量＋（ダム流入量－ダム放流量） 

 

2.4.1 流量低減効果 

各洪水における中角地点での流量低減効果を以下に示す。 

 

表 2.4-1 中角地点の流量低減効果（単位：m3/s）※真名川ダム単独の効果 

年月日 
実測流量 

（ダムあり） 

流量低減 

効果 

推定流量 

（ダムなし） 
備考 

平成 16 年 7 月 18 日 2,362 1,018 3,380 
H30 年度 真名川ダ

ム定期報告書 

平成 16 年 10 月 20 日 3,221 508 3,729 
H30 年度 真名川ダ

ム定期報告書 

平成 26 年 8 月 10 日 1,554 392 1,946 
H30 年度 真名川ダ

ム定期報告書 

平成 30 年 9 月 4 日 1,162 319 1,481 今回計算値 

                         【出典：水文水質データベース】 

九頭竜川ダム統合管理事務所資料】 

2.4.2 水位低減効果 

各洪水における中角地点での水位低減効果を以下に示す。 

 

表 2.4-2 中角地点の水位低減効果（単位：m）※真名川ダム単独の効果 

年月日 
実測水位 

（ダムあり） 

推定水位 

（ダムなし） 

水位低減

効果 
備考 

平成 16 年 7 月 18 日 6.39 7.42 1.03 
H30 年度 真名川ダ

ム定期報告書 

平成 16 年 10 月 20 日 7.54 8.08 0.54 
H30 年度 真名川ダ

ム定期報告書 

平成 26 年 8 月 10 日 4.69 5.89 1.20 
H30 年度 真名川ダ

ム定期報告書 

平成 30 年 9 月 4 日 3.93 4.57 0.64 今回計算値 

                         【出典：水文水質データベース】 

九頭竜川ダム統合管理事務所資料】 
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【中角地点の水位低減効果の試算】H30.9.4 

○中角地点 H-Q 式 Q＝a(h＋b)²   

a=46.31   b=1.08  （適用水位 0.87m～4.72m） 

a=12.87   b=6.29  （適用水位 4.73m～6.14m） 

 

 ○中角地点：実績（ダムあり） 

最大流量 Q＝1,263m3/s   実績水位 h＝4.14m 

 

 ○中角地点：調節しなかった場合（ダムなし:洪水到達時間 4 時間を考慮） 

推定最大流量Ｑ＝1,582m3/s    推定水位ｈ＝4.76ｍ 

 

 

 

 
図 2.4-1 水位低減効果（平成16年7月18日洪水） 

 

 
図 2.4-2 水位低減効果（平成16年10月20日洪水） 
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図 2.4-3 水位低減効果（平成 26 年 8 月 10 日洪水） 

 

 

図 2.4-4 水位低減効果（平成 30 年 9 月 4 日洪水） 
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2.4.3 水防活動の低減効果 

ダムによる洪水調節効果により、河川管理者や住民の水防活動に費やされた労力軽減

を評価する。 

中角地点におけるダムあり実測流量、ダムなし推定流量を水位－流量曲線を用いて水

位に換算し、はん濫注意水位及び水防団待機水位の超過時間の比較を行った。 

・平成 16 年 7 月 18 日の洪水では、ダムがあることで水防団待機水位の超過時間を 1 時

間短縮することができたと推定される。 

・平成 16 年 10 月 20 日の洪水では、ダムが洪水調節を行うことで、はん濫注意水位の

超過時間を 2 時間短縮することができたと推定される。 

・平成 26 年 8 月 10 日の洪水では、ダムが洪水調節を行うことで、水防団待機水位を超

過することはなかった。 

・平成 30 年 9 月 4 日の洪水では、水防団待機水位を超過することはなかった。 

 

 

表 2.4-3 中角基準点におけるはん濫注意水位超過時間の比較 

洪水日時 

基準水位 はん濫注意水位の超過時間(hr) 

はん濫注意水

位（m） 

実測水位 

（ダムあり） 

推定水位 

（ダムなし） 
低減時間 

平成 16 年 7 月 18 日 

7.50 

0 0 0 

平成 16 年 10 月 20 日 1 3 -2 

平成 26 年 8 月 10 日 0 0 0 

平成 30 年 9 月 4 日 0 0 0 

                         【出典：水文水質データベース】 

九頭竜川ダム統合管理事務所資料】 

 

表 2.4-4 中角基準点における水防団待機水位超過時間の比較 

洪水日時 

基準水位 水防団待機水位の超過時間(hr) 

水防団待機水

位（m） 

実測時間 

（ダムあり） 

推定時間 

（ダムなし） 
低減時間 

平成 16 年 7 月 18 日 

5.00 

9 10 -1 

平成 16 年 10 月 20 日 9 11 -2 

平成 26 年 8 月 10 日 0 2 -2 

平成 30 年 9 月 4 日 0 0 0 

                         【出典：水文水質データベース】 

九頭竜川ダム統合管理事務所資料】 
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表 2.4-5 はん濫危険水位・はん濫注意水位・水防団待機水位 

水  位 内   容 

はん濫危険水位 
 「洪水予報対象河川」の主要な水位観測所に設定される「氾濫

の恐れが生じる水位」で、洪水予警報の発表において用いられる。 

はん濫注意水位 

 水防法の「水防警報対象河川」の主要な水位観測所に定められ

ている水位である。同法で定める各水防管理団体が、水害の発生

に備えて出動し、又は出動の準備に入る水位である。 

水防団待機水位 

 水防法の「水防警報対象河川」の主要な水位観測所に定められ

ている水位である。同法で定める各水防管理団体が、水防活動に

入る準備を行うための水位である。 

 

 

 

 
 

図 2.4-5 平成16年7月18日洪水の水防活動軽減効果 
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図 2.4-6 平成16年10月20日洪水の水防活動軽減効果 

 

 

 
 

図 2.4-7 平成26年8月10日洪水の水防活動軽減効果 
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図 2.4-8 平成30年9月4日洪水の水防活動軽減効果 
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2.4.4 副次効果（流木等流出抑制効果） 

真名川ダムには、上流から樹木や枯葉などが洪水時に多く流れてくる。ダムに漂着し

た流木は、ダム管理上さまざまな障害を引き起こす原因となる。そこでダムにより流木

を捕捉し処理することは、副次効果として下流の洪水被害軽減につながる。 

なお、回収した流木は、チップ化や一般の方々への配布等有効活用している。 

 

 

図 2.4-9 漂流した流木を回収する様子 

 

 
 

図 2.4-10 流木処理の実績 
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2.5 その他 

2.5.1 防災情報発信の改善に関する取り組み 

(1) 緊急時の「住民」への情報提供 ～「伝える」から「伝わる」、「行動する」へ～ 

国土交通省の「川の防災情報」のホームページでダム情報（雨量、流入量、放流量、

貯水位等）の詳細を配信するとともに、九頭竜川ダム統合管理事務所のホームページ

では、「X（旧 Twitter）」を用いてダム放流等のリアルタイムの情報提供を実施してい

る。 

また、住民への直接的な情報の発信として、平成 30 年度から地元テレビ局（NHK、

福井放送）へ洪水などの情報や視聴者が分かりやすいテロップを付けたライブカメラ

映像等を提供するとともに、令和 3 年度からは大野市内のケーブルテレビにも同様の

情報発信を行って緊急時の住民への情報提供を強化している。 

また、令和 3 年度からは道の駅「越前おおの荒島の郷」（防災道の駅選定）において、

地域への来訪者などに防災情報の発信を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5-1 国土交通省 川の防災情報ホームページ 
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図 2.5-2 事務所HPによる情報発信 
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図 2.5-3 道の駅越前おおの荒島の郷での情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5-4 放送局向けカメラ・テロップ表示 
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(2) 緊急時の「市町」への情報提供 ～判断につながる情報提供～ 

ダム放流による下流影響範囲の大野市、勝山市へはダム情報の提供はホットライン

により提供するとともに、自治体担当者にもわかりやすい映像と文字情報を市役所内

の全てのテレビで公開し、自治体とダム管理者が同時に情報を共有している。 

緊急時に備えた重要な情報として、想定最大規模(L2)の洪水に対する、ダム下流水

害リスク図（想定最大規模、浸水継続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域：氾濫流・河岸浸

食）を作成し、令和 2 年 8 月に大野市に情報提供するとともに、一般市民にも公表し

た。大野市ではダム下流水害リスク図等に基づき「大野市総合防災マップ（ハザード

マップ）」を作成し、市民に周知している。 

さらに、「九頭竜川流域治水協議会」及び「九頭竜川・北川大規模氾濫減災協議会」

に継続的に参画し、ダムの洪水調  節機能や効果、ダム操作やその際に提供される

情報とその意味などについて説明するとともに、流域の市町、福井県との認識を共有

し、被害の軽減に資する取組みを推進する。 

また、今後に向けた取組として、九頭竜川流域の全体を含む福井県域を対象に、全

市町が危機感を共有するための広域のタイムライン「ふくい県域タイムライン」(R5.6

に名称決定)の策定が進められている。令和 4 年度の「九頭竜川・北川大規模氾濫減災

協議会」において策定がスタートし、令和 5 年度から試行運用が開始され、令和 8 年

度の本格運用が目指されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5-5 自治体向けの情報画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5-6 ふくい県域タイムラインの策定スケジュール 
【出典：第 9 回九頭竜川・北川大規模氾濫減災協議会 資料】 
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2.6 まとめ 

  洪水調節のとりまとめを以下に示す。 

  

・ 真名川ダムは、昭和 54 年の管理開始から令和 4 年まで 4 回の洪水調節を行い、下流

の洪水被害軽減に貢献している。 

・ 定期報告書の対象期間である平成 30～令和 4 年度の中で洪水調節を実施した平成

30 年 9 月 4 日では、真名川ダムによる洪水調節により中角地点において約 0.6m の

水位低減効果があったと推定される。 

・ 副次効果として、上流から流れてくる樹木等を捕捉し、流木による被害の低減に貢

献していると考えられる。 

・ ダム下流区間を対象に、想定しうる最大規模の降雨による「ダム下流水害リスク図

等」を作成・公表し、自治体による避難情報の適切な発令や住民等の主体的な非難

の取組を支援している。また、ダム下流水害リスク図等に基づき、大野市では「大

野市総合防災マップ（ハザードマップ）」を作成し、市民に周知している。 

・ 洪水調節機能の強化に向けて、河川管理者・ダム管理者と利水者で令和 2 年 5 月に

治水協定を締結し、令和 3 年 3 月より事前放流の運用を行っている。 

・ 流域住民や河川利用者に防災情報が適切に伝わるように、ホームページでの詳細な

情報の発信や X（旧 Twitter）でのリアルタイムの情報の発信・拡散を行うとともに、

地元テレビ局への映像及び文字情報を配信している。また、観光客などにも地域の

防災情報として道の駅で発信している。 

・ 直下流の大野市、勝山市へのホットラインでの防災情報の発信や、映像と文字情報

を市役所内で放映するなど、自治体とダム管理者が同時に情報共有している。また、

福井県内の全市町が危機感を共有するための「ふくい県域タイムライン」(R5.6 に

名称決定)の策定に向けた関係者間協議を令和 4 年度に開始した。 

・ 今後も引き続き、洪水調節機能が発揮できるよう、適切に洪水調節を実施する。 

・ 今後の引き続き、治水協定に基づく事前放流の運用を行い、必要に応じて、協定の

見直しを検討する。 

・ 今後も引き続き、異常洪水時防災操作時の住民への切迫感が伝わる表現の工夫や手

段の充実についてマスコミ等関係機関と連携調整するとともに、下流自治体が必要

とする情報について検討を行い、自治体と連携調整して適切な情報発信を行う。 

・ 今後も引き続き「九頭竜川・北川大規模氾濫減災協議会」に参画し、流域の市町、

福井県と防災に関する認識を共有し、被害の軽減に資する取組みを推進するととも

に、「ふくい県域タイムライン策定部会」に参画し、ふくい県域タイムラインの本

格運用に向けた試行運用に協力する。 
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まとめ【評価】 

 流量低減効果、水位低減効果、労力の軽減効果、無害流量、副次効果を確認し、い

ずれも良好な結果となっている。 

 至近 5 ヶ年（平成 30～令和 4 年）で、最も流入量が多かった平成 30 年 9 月 4 日洪

水では、真名川ダムによる洪水調節により中角地点において約 0.6m の水位低減効

果があったと推定される。 

 地元テレビ局、ケーブルテレビ、道の駅へのダム情報の配信のほか、福井県域タイ

ムラインへの参加により、避難や判断に資する取り組みを推進している。 

 

今後の方針 

 洪水調節機能が発揮できるよう、適切に洪水調節を実施する。 

 

 

2.6 文献リスト 

｢2．洪水調節｣の章で使用した文献等を以下に示す。 

 

表 2.6-1 使用した文献・資料リスト 

No. 報告書またはデータ名 発行者 発行年月 箇所 

2-1 九頭竜川水系九頭竜川、日野

川洪水浸水想定区域図（想定

最大規模） 

福井河川国道事務所 平成 28 年 6 月（令和 3 年

2 月修正） 

浸水想定区域 

2-2 九頭竜川の流水管理 九頭竜川ダム統合管

理事務所 

平成 19 年 4 月 洪水調節計画 

2-3 真名川ダム、九頭竜ダム二つ

の顔が私たちを守る 

九頭竜川ダム統合管

理事務所 

平成 18 年 3 月 洪水調節計画 

副次効果 

2-4 九頭竜川ダム統合管理事務所

データ 

九頭竜川ダム統合管

理事務所 

平成 16 年～令和 5 年 洪水調節実績 

2-5 水文水質データベース 国土交通省 平成 16 年～令和 5 年 洪水調節実績 

2-6 洪水調節報告 九頭竜川ダム統合管

理事務所 

平成 16 年～平成 30 年 洪水調節時の対

応状況 

2-7 真名川ダム年次報告書 九頭竜川ダム統合管

理事務所 

平成 31 年 洪水調節実績 

2-8 第 9 回九頭竜川・北川大規模

氾濫減災協議会資料 
－ 

令和 5 年 防災情報発信 

 




